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この通信を通じて，総合的な探究の時間や各授業，学校全体での探究活動への取り組みを皆さんにお知らせしていきます。 
 

２年ゼミ活動本格稼働        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最初は，自分の興味関心をもとに大きく   

 ３領域に分かれ，その中でグループ作成   

＆テーマ設定をすることからスタート！ 

 1年次のプレゼミを振り返って，その反

省を生かしながら取り組みます。 

 

 

 

    法学・政治学・歴史学， 

      文学・心理・言語・芸術 

        地理・国際・地域・文化 

          経済・経営 

 

 

 

    物理，生物，化学， 

情報，防災 

 

 

 

     健康・スポーツ，栄養・住環境 

       教育，心理，医療 

 

現在，９４グループがそれぞれ活動してい

ます。 

夏休みは 

知識の蓄積と研究の土台作り！ 

 

ブックレポート課題                

研究テーマについての本を最低   

一冊読む。グループでシェア。 

     

 

研究計画書       

リサーチクエスチョンを設定。 

研究手法を考える。 

 

 

2学期は，情報収集・実験等を

繰り返し，研究を深める。 

 

  

中間発表会               

１０月２３日には、各分野で中間発表会を行いました。各グループ毎に、 「研究の進捗

状況」と「今後の課題・計画」を発表し、質疑応答も行われました。他の生徒からの積極的

な質疑により、研究を進めていく上での新たな課題を把握できたグループもあったようです。 

今年はコロナの影響で調査・研究期間が短いのですが、G Suite のドライブ機能を活用して

授業外でも研究を進めているグループもあります。 
 

調査実験               

中間発表での課題をもとに、さらなる調査実験を行っています。校外にも積極的にアプロー

チし、高齢者福祉施設や学校などに質問紙法による調査を依頼しているグループもありま

す。 
 

論文準備  

３月には論文集を作成するので、その準備にも入っています。研究発表会も予定されてお

り，１年生も見学します。その他、校外の研究発表大会に参加するグループもあります。 

 

 

 

 

 

 

 
 

授業飛び出し 

自ら探究！ 
 

 

今年度は，学校外のコンテスト等にも
積極的に参加してほしいということで，
様々な情報を提供しています。 

コロナ禍の中で大きな制約があるという
状況にもかかわらず，例年以上に学
校外での挑戦をする生徒たちが見られ
ました。 

ここで紹介している２例だけではありま
せん。各種海外派遣や探究発表な
ど，様々なフィールドに進出していま
す。 

 

 

 

 

ゼミ活動の流れ 

～答のない問いへの挑戦～ 

ブックレポートの参考
にと，教員のオススメ
本６０冊を『推薦図書
リスト』にし，一部を図
書館に展示しました。 
 

■「台湾の IT（デジタル）大臣オードリー・タン氏と高校生が『近未来の教育について考える』シンポジウム」の視聴会 

青陵グローバルプロジェクトの一環として、11月 16日（月）16:00～18:00 本校図書館にて、視聴会を開催しました。現在世界で最

も影響力のある人物の一人、オードリー・タン氏と九州地区の県立高校生が「世界的デジタル時代に、日本の高校生は何をすべきか」をテーマに 

話し合い、その様子をオンラインにて視聴する会でした。 

高校生による「AI と人との関係は？」という質問に対して、タン氏は「AIは人と人をつなぐことで 

コミュニケーションの手助けをするものであり人間を排除するものではない。人と一緒に協働でもの 

ごとを考えて問題解決をするものである。」と答えました。 

起業については、人々が何を必要とし求めているのかを捉えなくてはならない。これが出来ていな 

いままプロジェクトを進めても、得られるものは少ない。デザインとはこの必要性を形にしていくことで 

あり、そして、自分の世界観を言語化することの大切さを訴えています。 

学びは学校の中だけにあるものではなく、SDGsの 169 のターゲットを参考に自分の興味関心 

に応じて深い学びに取組んでもらいたいと願っています。「全てのものには裂け目がある。よって、 

そこから光が入ってくる。」という言葉を何度も用いて難問に立ち向かう姿勢を高校生に伝えてくれ 

た会となりました。 

 

現

在 

■模擬国連全国大会出場    模擬国連は、1923年にアメリカのハーバード大学で発祥し、参加者一人一人が国

連加盟国の大使として国際会議をシミュレーションすることを通して世界が抱える幅広い

課題について考える活動です。 

                                日本では 2007年に高校生模擬国連を担う団体としてグローバル・クラスルームが設

立されて以来、本年で 14回目です。本来なら東京にて開催されるところですが、新型

コロナウイルス感染拡大の影響を受け、学校からのオンライン参加になりました。 

                                今年度の議題「宇利用」について、青陵高校の生徒はロシアの大使として会議に参

加し、すべての国の利益のための宇宙利用のあり方、とりわけ宇宙資源の利用について

様々な国の立場から議論を進めました。結果としては、入賞を逃しはしたが、論点を整

理して考えを共有しながら、国連会議をいかに実り多きものにするかを学びました。 

（１１月１４日（土）/ １５日（日）：オンライン開催） 

 

 



 

メディアリテラシー ディベート 小論文 
１年青陵探究 

2学期はメディアリテラシー（M.L.）からスタート！新聞の読み比べをしたり，フェイクニュースを用いて情報の真偽について考えたり，多角的に物事をとらえる練習としてクリティカル

リーディングをやってきました。そしてここで意識できた「疑問を持ちながら，様々な視点から物事を考える」という姿勢を次のディベートに応用しました。特に，ディベートの準備では相

手がどのような立論をしてくるかを様々な角度から予測し，それぞれの意見に応じたパターンがしっかり作れていたようです。練習試合・本戦では白熱した戦いを見せてくれました。 

M.L.①新聞読み比べ 
「高校生の政治参加」について書かれた全

国紙２紙の記事を，ベン図というシンキン

グ・ツールを用いて読み比べしました。 

 

 

 

 

 ディベート①準備 
最初は与えられた論題について，肯定・否

定の立場に関わらず，情報カードを使って

広く情報収集します。多くの生徒が資料を

熱心に読み込んでいました。 

 

次に，こちら側の立論と予測されるアタック

＆それに対するディフェンス，そして相手側の

立論も予測してどうアタックを構成するかな

ど，様々なパターンを想定してマッピングをし

ていきます。活発に討議し，マッピングもどん

どん枝葉が伸びていく様子が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

M.L.②情報の真偽を考える 
『虚構新聞』の記事を用いて情報の真偽に

ついて考えたり，フィッシュボーンというシンキ

ング・ツールを用いて多角的に新聞記事を読

む練習もしました。 

 

M.L.③クリティカル・リーディング 
「なぜ」「どうして」…など，様々な引っ掛かり

を持ちながら読むのがクリティカル・リーディング

です。新聞記事を用いて演習を行いました。

これが次のディベートに活きてきます。 

 ディベート②練習試合・本戦 
マッピングで大体の構成ができたら練習試合

を行います。クラス外にでて他のクラスと対戦

です。そして対戦後は，本番に向けて反省

と再調整。 

 

本戦はクラス内対抗です。論戦の状況によ

っては，「おお～っ！」と歓声があがることもし

ばしば！最後には勝敗とともに，ベストディ

ベータ―も決定。友人の良いところをしっかり

学べ，次に生かしたいと思った生徒も多くい

たようです。 

 

３学期は・・・いよいよ「プレゼミ」へ 
２年生でのゼミ活動にスムーズに取り組めるように， 

「問い」の立て方～リサーチクエスチョンの設定の過程に重点を置いて，課題研究活動のサイクルを体験します。 
   

探究は青陵探究・ゼミだけじゃない！ 
様々な授業で探究的な学習が行われています 

１年家庭科 １年情報科 ２年保健体育科 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在，ホームプロジェクトに取り組んでいます。 
 

ホームプロジェクトは自分の生活の中に課題を見つ

け，それを解決する手立てを検討し，実践する学

習です。解決のためのヒントを見つけるために，図書

館で情報カードを使いながら情報収集を行いまし

た。現在，それぞれ解決に向けて実践中です。 

１年生必修科目「社会と情報」では，情報の特

徴と情報化社会について理解すること，情報機

器とネットワークを活用すること，情報を収集・処

理・表現し効果的にコミュニケーションを行うこと，

以上３つの学びを通して，情報社会に積極的に

参画する態度を育てることを目標にしています。実

習では，G Suite を積極的に利用しクラウドでの

作業が身につくようにカリキュラムが構成されていま

す。ドキュメント，スプレッドシート，スライド等のア

プリケーションやドライブ利用方法をクラウドの特性

を理解した上で使用するように指導しています。こ

れら「社会と情報」の学習内容は，探究ゼミ，大

学受験，卒業後の研究や業務に必須のスキルと

なっています。 

２学期は夏休みから取り組んできた課題研究に

ついて，レポート作成をしています。３学期はいよ

いよグループ発表です！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健では，「課題発見学習」を行いました。グループでそれぞれ担当になった分野の中か

らキーワードを抜き出してマッピングを使ってそのキーワードに関する事象を広げていきまし

た。さらに，広げたキーワードと SDGs のゴールを結び，一つのことが複数のゴールにつな

がることなどを確認しました。 
 

その後，キーワードに関して書籍，新聞，白書などから情報を集め，つなげた SDGs

のゴールに対して，「今自分達に何ができるか」ということを考え，パワーポイントにまとめ

たものを発表しました。「人に伝える」ということを意識した発表を心がけました。 

 

今回は図書館を利用して探究活動を行っている家庭科・保健体育科と，これまでも

長年課題研究に取り組んできた情報科をご紹介しています。 

この他にも様々な授業で探究的な取組が行われています。 

 

【生徒の振り返りから】 
・記者の視点，ターゲット層，表現の

仕方によっても随分差があることに気付

き，面白かった。 

・班員や他班の意見を聞くことで自分で

は思いつかない意見をたくさん聞くことが

できた。 

【生徒の振り返りから】 

・目に見える情報だけが全てではないと

学んだ。思い込みに捉われてはだめ。 

・他の情報と比べたり思い込みを捨て

て，いろいろな立場から情報に接するこ

とが大切だと分かった。 


